
北浦定政
関係資料補遺

北浦定政関係資料は、その曾孫である北浦直人氏か

ら、1 9 9 2 年に「平城宮大内裏祉坪割之図」「平城仙祉之

図」や斉藤拙堂の旧祉之図序文、大田垣蓮月短冊など

を除いて、当研究所に寄贈された。それを受けて『北

浦定政関係資料』（以下『関係資料』と略す）を1 9 9 7 年

刊行し、その資料目録を目録篇として収載したが、そ

の後寄贈分の整理作業や北浦家において行った補足調

査により、既刊目録に追加補正する箇所が生じたので、

ここに報告する。

○ 北浦定政画像（『関係資料」口絵図版2 3 ）１幅

縦9 3 . 5ｃｍ、横3 5 . 3ｃｍ・掛幅装、絹本彩色で、上辺に賛

辞世があり、右下隅に「桃里」朱方印が捺印され、外題

に「北浦家第十代義助定政像」とある。この掛軸は新1 1 ］

の２箱に収められているが、その箱書を次に掲げる。

[ 旧箱］（蓋上書）北浦定政肖像画賛辞世」伏見文秀

女王殿下御染筆（」改行を示す）

（蓋内貼紙）北浦定政藤原定政肖像明治四辛未

年正月七日」没年五十五

辞世」伏見文秀女王殿下御染筆」画ハ大和十

市郡桜井村之人岡本桃里

[ 新箱］（蓋上書）贈従五位北浦義助定政画像

（蓋内書）祖父定政ガ明治四年正月七日逝去ノ直

後歌道ノ弟子ニシテ画工トシテ御陵実」地調

査二従ヒタル岡本桃里力面キタルモノニシ

テ、辞世ハ文秀女王御染筆ナリ」大介識

また、「平城宮大内裏跡坪割之図」「平城旧吐之図」や

斉藤拙堂の旧吐之図序文などは、一括して「北浦定政遺

稿平城京大内裏坪割図並斉藤拙堂序文」との箱書きのあ

る箱に収められて、別置されているが、その主立ったも

のは、次のとおりである。

○ 平城宮大内裏跡坪割之図（’ 一七一3 6 ）

○ 平城旧跡之図（’ 一七一3 7 ）

○ 斉藤拙堂書状（Ｖ一一一１）横切紙、縦1 5 . 6 ｃｍ、

横54 . 5ｃｍ、１紙。

斉藤拙堂書状（Ｖ一一一２）横切紙、料紙標色紙、

縦15 . 4ｃｍ、横59 . 2ｃｍ，２紙。
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斉藤拙堂平城大内敷地図序文（Ｖ一一一３）続紙、

縦31. 4ｃｍ、横106. 4ｃｍ，３紙。

斉藤拙堂書状（Ｖ一一一４）縦切紙、縦3 1 . 5 ｃｍ、

横16. 9ｃｍ、１紙◎

斉藤拙堂書状。序文は、『関係資料ｊ目録篇ではｖ－

－－２～４で巻子仕立てとあるが、Ｖ一一一１～４で一

巻と修正する。

○ 打墨縄（１－－－１）

○ 北浦家譜・北浦親族家系（Ⅳ一一～四）

短冊では、『関係資料」目録篇のＶ一六短冊目録で、

１～1 0 の整理番号が付され、単品の扱いになっているも

のが、「白梼帖」という短冊帳の一部であることがわか

った。この短冊帳は、縦3 9 . 5 ｃｍ、横1 8 . 3 ｃｍの旋風葉で、

峡を伴う。峡の外題に「白梼帖」とあり、内書きに「大

正十五年正月整理」とあり、定政の孫大介氏の整理にか

かるものであろう。短冊は全部で5 1 点あるが、目録篇所

収の1 0 点の他は、定政2 6 点、子定功３点、蓮月３点、重

徳・季聯・泰洲・式部女・口功・聖僧各１点、無名３点

である。その中には、北浦家伝来の他、大介氏の整理の

短冊帳にその後収集追加されたものもある。

それ以外定政の書跡を掛幅装にしたものに、次のよう

なものがある。

○ 北浦定政歳暮墓参歌（大王につきて賢き云々）１幅

紙本墨書、掛幅装。縦3 7 . 6ｃｍ、横6 2 . 2ｃｍ・長短歌

各１首を記す。

○ 北浦定政水鳥之歌（内日さす都に近き石橋の云々）

１幅

紙本墨書、掛幅装。縦3 0 . 8ｃｍ、横3 9 . 5ｃｍ・長歌と

短歌２首を記す。

○ 三ツの宝を

紙本塁書、額装。縦62 . 2ｃｍ、横36 . 3ｃｍ。「三ツの

宝を」との題で短歌を記す。

以上、３点は定政自筆と考えられる。それ以外に、

○ 贈従五位北浦義助定政辞世歌関係書簡１１隔

掛幅装。縦54. 1ｃｍ、横24. 5ｃｍと縦16. 0ｍ、横28. 7ｃｍ

と縦1 6 . 1 ｃｍ、横2 5 . 8 ｃｍの３通の定政墓碑建立関係の

書簡を合装したもの。

また大出垣蓮月書状は、『関係資料』目録篇ではＶ一

一一５～1 8 で掲げられているが、これは５～９，１０～1 3 ,

1 4 ～1 8 でそれぞれ巻子本に仕立てられて一箱に収められ



ており、『関係資料』目録篇の1 0 4 頁９行以下の記述は修

正する必要がある。各書状の形状、法並等と併せて補足

目録を作成する予定である。

以上、北浦家に所蔵される資料のうち定政に直接関係

のあるものについて報告した。

次に北浦定政関係資料に関する調査は、北浦家関係以

外の関連資料についても行っているが、そこで判明した

ことを報告する。

「平城宮跡保存の先覚者たち』展図録（1 9 7 6 年）では、

｢ 平城大内敷地図」とある北浦家蔵のものは、淡彩で平

城京条坊並びに南都部分を描く図である（『先覚者展図

録』Ｐ, ６) 。その名称は、この図の序文である斉藤拙堂の

文頭に「平城大内敷地図」とあるところによる。ところ

で、『先覚者展図録』では、「平城Ⅲ祉之図」といわれる

この図の明治時代の写本が奈良県立奈良例普館、柳沢文

庫に存在することが指摘されている。この図は『関係資

料ｊ目録篇では、「平城旧1 1 1 : 之図」とした図である

( Ｉ一七一3 7 ) 。この北浦家蔵本「平城旧祉之図」は、前

記のごとく平城京条坊並びに南都部分図のみである。そ

の他の図に見られる上辺の「平城旧祉之図」との題字や

図周辺に記載の定政の平城京域の道路の地勢に関する現

状把握の記述、そして斉藤拙堂の序文は伴わない。

ところが、奈良図書館蔵本や柳沢文庫蔵本には、題字

があり、図周辺の記載、拙堂の序文がある。図自体はと

もに明治時代の写しであることがﾘ j 瞭なものであり、そ

の識語もある。柳沢文庫本は原本をまだ実見していない

ので、奈良図書館本につき述べる。

法厳は、本紙縦1 2 1 . 7 ｃｍ、横7 5 . 7 ｃｍの紙表装である。

外題に「平城旧跡模図」とあり、図下辺の拙堂序文を写

し、それに次いで以下の識語がある。

( 識語）北浦氏始著此図、西村禽江面之、其後薗、光美

嘗模写之、向余偶過富田氏之家因請之、持以帰再模

之、奈良博覧会社々長植村久道氏嘗訪吾家、観此図、

嘉其精確、欲模写其例画、以永蔵社濡請余、々乃命

児玉英模写之、余亦或補之、遂其業、若夫北浦氏其

人、則拙堂翁序文既画之、鳴呼観此図者、可以見南

都七代郁文之一班也哉、

明治十七年五月帯川橋本藤一

この識語から、定政が作図したものを禽江が拙いた元

Ⅸl の存在がしられる。その模写を冨田光美（春日社洞官）

が行い（富、光美模写本) 、再転写を橋本藤一（文政５

～明治1 9 。奈良町奉行与力であった）（橋本藤一模写本）

が行い、さらに植村久道の依頼を受けた橋本藤一が明治

1 7 年に児玉英に模写させたもの（児玉英模写・橋本藤一

補写本) 、すなわち奈良図書館本にとつづくことがわか

る。この図では、何坊大路の「坊」が「防」になってい

ること、外京の南方に「紀寺村池」付近から、南方へと

西方へと添上郡京東条里の坪界点を示すと思われる小朱

十字点の存在が注目される。

なお、柳原文庫本には、条坊図周辺の大路の地勢に関

する記赦はなく別系統かと考えられるが、識語は次のと

おりである。明治乙酉は、明治1 8 年に当たる。

（識語）明治乙西二月浪速商山倦嬰矢部朗書

ところで溌近、同種の絵図２点（菊水楼蔵本、鍵元家

蔵本）を見る機会を得たので、ここに報告する。

それはともに、上辺に題字、中央に平城京条坊並南都

図、条坊図周辺に大路地勢の記戦、下辺に斉藤拙堂序文

があり、共通の構成を採っているが、識語の類はない。

捺されている印章の印文は同一であるが、同一印ではな

く、いずれかがまたは共に模刻印かと思われる。ところ

で、而図共に何坊大路の「坊」の字は「防」と書き誤っ

ており、そこにも共通性がみられるが、外京南方の朱十

字点は菊水楼本には見られず、また図様、筆跡などから

みて哨水楼本が古いと考えられるが、それが西村禽江筆

写本といえるかどうかは、今後の類似の写本の調査と検

討にかかろう。いずれにしても、北浦家に所蔵される

｢ 平城' 1 吐之図」を中央に、その周辺に「平城宮大内裏

跡坪割之例」の大路の地勢に関する定政の観察知見を記

し、斉藤拙堂の序文を下辺に配し、上辺に「平城旧祉之

図」との題字（｢ j : I | : 」の字は各異なる）を書くという櫛

成の図が、それらの成果を集成した図として位置づけら

れよう。

それ以外にも管兄に同種の絵図の存在が確認されてい

るが、今後さらに、これら定政関係の図面類について、

原木に即して調査を行っていきたいと考えている。

北浦家の調査や奈良図諜館本の調査においては、岩本

次郎調査員などとともに調査を行い、それ以外の図面に

ついては、史料調査室員とともに実見したが、当報告の

文黄は綾村にある。（綾村宏／歴史研究室）
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